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令和４年「秋の叙勲」　

　　　　　　　　　瑞宝単光章を受章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

田辺　　登　氏

 株式会社　美和

11 月３日、令和 4 年「秋の叙勲」の受章者が発表されました。当組合伝統工芸士の田辺登氏が伝統工

芸功労により「瑞宝単光章」を受章されました。

今年も新型コロナウイルス感染防止のため叙勲の伝達式、その後の皇居での拝謁式が見送りとなり、

勲記・勲章は後日、組合事務所において山田理事長からお渡しされることになっています。

《田辺　　登氏のプロフィール》

株式会社　美和　　会長　　73 歳 ( 昭和 24 年生 )　業種：京友禅型染

従事年数：52 年

田辺登氏は、高校卒業後、昭和 45 年 8 月から京友禅染の染工場に入社し京友禅染色に従事、昭和 55

年より独立、「株式会社美和」で京友禅染加工業に就き、図案の考案から配色、色合わせ、型置きまで

京友禅型染めの技術習得に専念されています。以来、今日まで 52 年余りにわたり技術練磨に努めてこ

られました。氏は型染めの「写し染技法」の中でも、暈し染にたけており、振袖等の図案作成や配色に

は特に定評があります。型染め「写し染」の技術を基本に種々の技法を取り入れ、主に振袖の製造に携

われていますが、作品は常に斬新で、繊細かつこれらを創り出す技術、色使いの巧さは、秀逸したもの

として極めて高く評価されています

平成 15 年 2 月には「伝統工芸士」の認定を受けまた、平成 12 年から生産事業、振興事業委員会等の

組合の委員会に参画され、京友禅の振興に努め技術の向上・企画事業等にも積極的に取り組まれていま

す。伝統工芸士会の運営にも参画されるとともに、展示会等に出品協力して、産地振興と伝統的技術・

技法の向上と継承に貢献されています。



ほうこく 「インボイス制度の導入を控えて」勉強会を開催

来年 10 月 1 日からインボイス（適格請求書等保存方式）制度が導入されるにあたり、消費税の仕入

税額控除を行うために必要となるインボイスを発行する事業者は、来年 3 月 31 日までに登録申請書を

提出することが必要となります。

組合では、9 月 22 日 ( 木 )、友禅ビルでひいらぎ税理士法人（顧問税理士）の見延豊代表社員、東原

在将公認会計士・税理士を講師に迎え、勉強会を開催しました。参加者からは免税業者からの仕入れの

取扱いや不動産関係での取引に当っての留意点等多岐にわたる質問が積極的に行われ、活発な勉強会と

なりました。

白生地選品会を開催

組合では、厳しい環境の中で、ものづくりに積極的に取り組まれている組合員の友禅制作、経済活動

を支援するとともに、競技大会の活性化を図り、業界振興に寄与することを目的に 9 月 29 日（木）に、

来年 2 月に開催する京友禅競技会「出品作品」用の白生地選品会を友禅ビル３階展示会場で行い、当日

は参加予定の組合員 20 社が出席されました。

白生地は丹後織物工業組合の協力をいただき、製作組合員が１点１点、自社の特徴にあった生地を真

剣に選品されていました。
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＝ 京 都 府 最 低 賃 金 の 改 正 ＝
京都府最低賃金（地域別最低賃金）は、令和４年 10 月 9 日から下記の金額に改正されました。

京都府最低賃金 ＝ 時間額 ９６８円

除外賃金：最低賃金に次の賃金は算入されません

① 精・皆勤手当、通勤手当、家族手当

② 時間外・休日及び深夜手当（深夜割増賃金など）

③ 臨時に支払われる賃金（結婚手当など）

④ １ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）

第 71 回全国小紋友禅染色競技会が開催

全国染色協同組合連合会主催の「第 71 回全国小紋友禅染色競技会」が 10 月 28 日（金）審査会、29 日（土）

に公開展示として、東京都立産業貿易センター台東館において開催されました。この全国小紋友禅染色

競技会は京都・東京をはじめ染色加盟団体（会員）の

染色技術の向上を図るとともに、技術・技法を伝承す

べき後継者育成、一般消費者への認識向上を目的に毎

年、開催されており今年で 71 回目を迎える競技会とな

りました。

当日は技法・品種等で６区分された作品の技術・品

質・色彩・市場性などを基に厳選な審査が行われ、経

済産業大臣賞、中小企業庁長官賞等の入賞作品が選定さ

れました。今回の競技会では京友禅をはじめ東京（東

京小紋）等の作品 105 点の出品があり、当組合から 2 事業所の方が出品され、2 事業所の作品がそれぞ

れ特別賞に入選しました。



～～ 組 合 の う ご き ～～

令和 4 年 8 月 26 日～令和 4 年 10 月 25 日

対内関係

  9 月 8 日 正副理事長会・理事会

  10 月 8 日 正副理事長会・理事会

対外関係（山田理事長　出席）

  8 月 30 日 京都市「伝統産業の日」実行委員会

   〃 ファッションカンタータ開催委員会

  9 月 11 日 ファッションカンタータ

   13 日 日図　第 168 回日図展審査会

   〃 ｼﾙｸﾃｷｽﾀｲﾙ ･ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ

    　3 産地理事長打合せ

   20 日 中央会　理事会

    　協同組合部会正副部会長会議
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   21 日 染色伊吹文明後援会役員会・理事会

   26 日 京友禅連　正副理事長会・理事会

  10 月 14 日 丹工　求評会

対外関係（池田名誉相談役　出席）

  9 月 13 日 商工会議所　フューチャーフォーラム特別講演

   27 日 商工会議所　常議員会

  10 月 7 日 商工会議所　繊維・染織部会正副部会長会議

   14 日 商工会議所　繊維・染織部会　議員懇談会

～～ 各　種　催　し～～もよおし
【京都国立博物館】

特別展

京に生きる文化　－茶の湯－

会期　会期中～ 12 月 4 日（日）　

会期中に展示替えあり

内容　中国からもたらされた茶を喫する文化は

時代を経ながら徐々に和様化しました。京

都周辺では茶の栽培が活発化し、唐物を賞

玩する茶や寺社の門前で参詣者に茶をふる

まう一服一銭も生まれ、茶は拡がりをみせ

るようになります。さらに「茶の湯」とい

う独自の文化を生み出し、今では日本文化

を象徴するものとして、世界で広く認知さ

れるようになりました。現在でも茶道の家

元や茶家の多くが京都を本拠としているこ

とからもわかるように、京都は茶の湯の歴

史のなかで中心的な役割を果たしてきまし

た。本展では、今もなお茶の湯が生きる京

都において、この地にゆかりのある各時代

の名品を中心に、京の茶の湯文化が紹介さ

れます。

【京都市京セラ美術館】

ボテロ展－ふくよかな魔法－

会期　会期中～ 12 月 11 日（日）

内容　南米コロンビア出身の芸術家、フェルナ

ンド・ボテロ（1932 ～）。1950 年代後半か

ら欧米で高く評価され、今日では現代を代

表する美術家のひとりに数えられています。

ボテロ作品を特徴づけているのは、あらゆ

るかたちがふくらんでいるということ人物

も動物もふくよかで、果物は熟れきってい

るかのように膨らみ、楽器や日用品さえも

膨張しています。ボリュームを与えられた

対象には、官能、ユーモアやアイロニーな

ど複雑な意味合いが含まれ、観る人のさま

ざまな感覚に力強く訴えかけます。それは

世界中で注目され続けるボテロ独特の「魔

法」ともいえます。世界各地で人気を博し

ているボテロ展ですが、日本国内では 26 年

ぶりの開催となります。2022 年生誕 90 年

の記念すべき年にボテロ本人の監修のもと

初期から近年までの油彩並びに水彩・素描

作品など 70 点が展示されます。 


